
「全国学力・学習状況調査」の結果について 

全国の小学校６年生と中学校 3年生を対象に実施している「全国学力・学習状況調査」

の結果が公表されました。この調査は、文部科学省や教育委員会が全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析、教育政策の成果と課題を検証し、その改善などに役立て

ることが求められています。この調査は、「教科に関する調査」と、生活習慣や学習環

境に関する「質問紙調査」で構成されています。本校では、全教職員で結果の分析を行

い、各教科で取り組みについて振り返りを行いました。今年度の分析結果の概要を保護

者の皆様にお知らせいたします。 

学力の向上におきましては、保護者や地域の皆様と学校とが一体となって取り組んで

いくことが大切です。１、２年生を対象に三重県が実施している「みえスタディチェッ

ク」や松阪市が実施している「松阪市標準学力調査」の結果も踏まえ、私たち教職員も

よりわかる授業への改善をめざして研修に取り組んでいきますので、今後もご協力をお

願いいたします。 

「教科に関する調査」の結果 

【国語】 

国語は学習指導要領に示されている、思考力、判断力、表現力を問う問題や言語、情報の

扱い方に関する問題が出題されました。話し合いや文章の交流を通して自分の考えを深め

たり、語句や表現の効果を捉えたりすること、また文章の内容を正確に理解した上で自分の

考えをまとめることが求められました。 

本校の強みとしては、「互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考

えをまとめること」「交流を通して自分の文章を見直し、よい点や改善を見いだすこと」「文

章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすること」が挙げられます。

これらの問題については全国平均正答率を上回る結果となりました。特に、「文章を読んで

理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすること」（二つの文章を比較しなが

ら擬態語の効果を説明する問題）では全国平均を大きく上回っており、言葉の働きや表現の

工夫に着目して読む力が身に付いていることが分かります。これは、国語科で取り組んでい

る話し合い活動や交流活動による推敲、日常的な記述活動の成果であると考えられます。し

かし、全国平均を上回った問題であっても、本校の正答率は 57％程度にとどまっており、

十分な定着が図られているとは言えません。また、「必要に応じて質問しながら話の内容を

捉えることができるかどうかをみる。」問題に苦手感が見られました。話の内容を理解する

ことはできていても、必要な情報を聞き取りながら整理し、的確に内容を捉えることに課題

があると考えられます。今後は、話し合いや発表を聞く活動において、必要な情報を整理し

ながら聞くことや、質問を通して内容を確認し理解を深める活動を充実させていく必要が

あります。 



さらに、「文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を

基に捉えることができるかどうかをみる」問題においても苦手

感が見られました。文章中の事実と意見との関係や、中心的な

内容と具体例・補足説明との関係を整理しながら要旨を捉える

ことに課題が見られます。文章全体の構成や段落相互の関係を

意識しながら読み進める力を育成するとともに、要旨をまとめ

る活動を継続して取り組む必要があります。 

 

今後は、話し合いや説明文・論説文の学習において、複数の情報を比較・整理して考えを

形成する活動や、文章の構成や内容の関係を捉えながら要旨を把握する活動を重点的に行

っていきます。また、根拠を明確にしながら自分の考えを記述する学習を積み重ねることで、

読むことと書くことを関連付けた指導の充実を図っていきます。 

無回答率については比較的低く、最後まで粘り強く問題に取り組む姿勢が見られました。

一方で、複数の情報を基に考えをまとめたり、文章の要旨を説明したりする記述式の問題で

は十分に力を発揮できていない様子も見られます。今後は、条件に応じて考えをまとめる記

述問題や要約活動を授業に積極的に取り入れ、自分の考えを根拠とともに表現する力の向

上を目指していきます。 

【数学】 

数学は、単純に計算するだけでなく、図や表から成り立つと予想される事柄や事実を

見いだし説明したり、根拠を示して事柄が成り立つ理由を説明したりする問題が多く出

題されていました。本校は、グラフから判断しデータの傾向をとらえて判断することや、

事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することができる問題について全国の平均正

答率を大きく上回りました。日々の授業の中で数学的に理由を説明させる場面設定を多

く取り入れるよう意識し、取り組んできた結果だと考えられます。しかし、起こりうる

場合を樹形図などで整理し確率を求める問題や、事柄について説明するいための方針を

立てる問題は、全国の平均正答率を下回りました。 

 

課題 国語４１ 
本校正答率 67.9%（県正答率 71.6％） 
「文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などにつ
いて叙述を基に 捉え、要旨を把握すること。」に課題 



 

１/１２や１/６という解答が合わせて 30％ほどあったため問題文からどんな場合なの

かを考え的確に求めることができるようにする必要があります。また、記述式の問題の

無回答率は平均して少ない傾向にあります。授業の中で、理由を説明させる場面設定を

多く取り入れてきたため、記述することはできているが、必要な数値や数学的な表現を

使うことができていないという解答類型が多かったです。数学用語を使って問題解決の

方法を説明することができるよう、継続して取り組む必要があると考えられます。 

【英語】 

英語は学習指導要領に示されている５つの領域「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと

［やりとり］」、「話すこと［発表］」、「書くこと」のすべてについて調査が行われました。

実際のコミュニケーションで活用できる技能を身につけているかどうか、また必要な情

報や概要、要点を捉えたり、まとまりのある英文、考えや理由などの英文を話したり書

いたりすることができるかをみる問題が出題されました。その中で、注文の場面での店

員と客の会話や、社会的な話題について話を聞き要点を捉える問題、グラフに関する文

章を読み取る問題では全国の平均正答率を上回りました。授業の中で、会話文や説明文

を聞くことを通して理解する活動や主語と動詞、副詞句など意味のまとまりを意識して

読む活動を今後も続けていくことが必要です。一方で、インターネットに関する短い文

章を読んで書き手が最も伝えたい内容を選択する問題では、複数の情報から最も重要な

情報がどれかを判断することができていませんでした。考えを表すときの表現が理解で

きていなかったり、大事なことは文章の最後に書かれていると誤って捉えたりして誤答

した生徒が多かったと考えられます。 

課題 数学５ 

本校正答率 42.9％（県正答率 57.5％） 

起こりうる場合を樹形図などで整理し確率を求める問題 



また、与えられた情報に基づいて過去の出来事を説明する文を書く問題は、２問とも

全国の平均正答率を下回りました。動詞の過去

形は１年生の最後に学習した内容ですが、簡単

な過去形を用いて正確に書くことができてお

らず、無回答率も高い結果となりました。正し

く書くことができるように、新しい文法事項な

どを扱うときは、関連のある文法事項をまとめ

て整理し、違いを理解しながら学習をすすめら

れるようにしていきたいと思います。そして生

徒が間違えたときは全体で共有し確認した後、

さらに読んだり、書いたりする練

習を繰り返していくことが必要

であると考えます。 

 

 

「質問紙調査」の結果 

生徒質問紙は、生活の諸側面や豊かな心の育成に関わること、学習意欲、学習方法、

学習環境などの学習に関する質問があります 

生活の諸側面や心の育成に関する内容については、「人が困っているときは、進んで助け

ていますか」という質問に対して、92.9％（全国比＋２．１％）、「人の役に立つ人間になりた

いと思いますか」については９６．５％（全国比全国比＋０．６％）の生徒が、「当てはまる」「ど

ちらかと言えば、当てはまる」と回答しています。また、「地域や社会をよくするために何かして

みたいと思いますか」という質問に対しては、肯定的な回答をした生徒は８９．３％（全国比＋

１７．０％）という高い数値となっています。他者を思いやる気持ちや社会に貢献しようとする

意識が高まっており、豊かな人間性や社会性が育まれていると考えられます。 

学習に関する内容については、「学校の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」という質問に対しては８９．

３％（全国比＋２．３％）、「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互

いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか」という質問に対しては１００％（全国比

＋７．６％）の生徒が、「当てはまる」「どちらかと言えば、当てはまる」と回答しています。ペア

やグループでの対話や協働的な活動を通して、自分の考えを振り返り学びを深めている姿が

見受けられます。しかし家庭学習においては、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金

曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか」という質問に対して、１時間以上と答えた

生徒は 5３.６％（全国比－８.０％）、「学校が休みの日に、１日あたりどれくらいの時間、勉強

しますか」という質問に対して、２時間以上と答えた生徒は２８.６％（全国比－１.３％）となっ

課題 英語１1(1)(2)  

本校正答率 46.4％（県正答率 54.4％） 

簡単な語句や文を用いて正確に書くことに課題 



ています。この回答は昨年度の本校生徒と比べても、平日１時間以上勉強すると答えた生徒

はー４．５％、休日に２時間以上勉強すると答えた生徒は－10．1％となっており、家庭学習の

時間が減少しているということがわかりました。逆に「普段、１日当たりどれくらいの時間、

SNS や動画視聴などをしますか」という問いに対して３時間以上と回答した生徒は６７．９％

（全国比＋１８．３％）となっています。また、「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び

つけて考えたり、生かしたりすることができると思いますか」という質問に対して肯定的な回答

をした生徒は６７．９％（全国比－１０．１％）、「学習した内容について、分かった点や、よく分

からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか」という質問に対しては

75.0%（全国比－４．０％）となっています。授業で学んだことと家庭学習をつなぐことができ

るように工夫したり、生徒の理解に応じて個別にアドバイスしたりすることで、生徒が主体的

に家庭学習をすすめられるようにしていく必要があります。今後も学校・地域・家庭が一体と

なって子どもたちの自尊感情を高めながら、自ら学ぶ姿勢を身に付けて計画的に学習を進め、

それぞれが希望する進路を実現できるようにしていってほしいと思います。 


